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自然保育推進事業活動報告書

地域で居場所づくりをされていたからハンモックを譲り受け裏

山に設置しました。子どもの発達を後押ししてくれています。

設置にあたっては木の切り株など子どもが転落した際に怪我に

つながりそうなものを撤去する作業を行いました。

大人が森の手入れをしている様子を見て、子どもも自らやりた

い！と動き始めました。動線や視界を遮ったり足が引っかかっ

たりしそうな雑木をのこぎりで切り、整備しました。切った木

は遊びに活用しました。

新しくお借りするようになったフィールド。簡易トイレを持ち

込み環境を汚さないようにしています。自然の沢、広葉樹の雑

木林、展望台などがあって楽しい場所です。

園舎から歩ける距離に菜園を借りました。子どもたちとホーム

センターで苗や種を選んで植え付け、ミニトマト・きゅうり・

レタスなどを収穫し自家製味噌をつけて食べたりしました。



裏山で採れたタケノコを抱っこする、においをかぐ、皮をむい

てみる。七輪で火を熾して茹で、昼食でいただきました。

園舎の周りでヨモギの新芽を摘んで、茹でてすりつぶしてヨモ

ギ団子に。新型コロナ感染防止でビニール袋を活用しました。

野の色を使ってお絵かき。身近に生えている草花を画用紙にこすりつけたら、こんなにた 裏山から竹を切り出し節を取り除いて

くさんの色に出逢えました。入園したての子がようちえんに慣れるための時期に、安心で 流しそうめんをしました。流し台づく

きる遊びとして取り入れました。 りも工夫と遊びに満ちています。

生き物との出逢いも子どもたちにとって心躍るものです。生き物好きな男の子、自分の指をわざと沢ガニに挟ませています。森の中

の砂防ダムでは、オニヤンマの大きなヤゴを見つけたり、モリアオガエルのたまごからおたまじゃくしが池に落ちる瞬間にみんなで

立ち会うことができました。他にもメダカを素手でつかまえたり、カナヘビを息を殺して狙ったり、チョウを追いかけたり。

まめとっこのミッションのひとつが「広島の森での活動を通して、ふるさとと自然を愛し大切にする心と態度を育む」こと。自分の

いのちが多様ないのちとともに共生していることを肌感覚で原体験に刻み込み、まめとっこでの経験を土台として今後の人生を生き

ていってほしいと願いながら保育を展開しています。



まずはビワの葉の採取から。高いところにあるので、高枝切りばさみを使って少しずつ採取します。小さな子どもにとって高枝切り

ばさみは扱いにくいですが、あきらめずに何度も工夫して、必要な量のビワの葉が採取できました。

採取してきたビワを枝から外し、さらにはさみや手で細かく切ります。毛が生えていてごわごわしていて、だけどいいにおいがして。

不思議な植物です。子どもたちと草木染めの工程について相談し、このあといつ何の手順を進めるか決めました。そして日を改めて

布を呉汁処理。さらにビワの葉を煮出し始めました。呉汁処理をして乾いた布は家に持ち帰り、お母さんと一緒に輪ゴムや割りばし

で模様をつけてきました。

草木染めの工程3日目。いよいよ草木染め本番です。布をさっと水で濡らして絞ってから、前回から煮出している染液にとぷんと浸

けます。しばらく煮染めしていくとオレンジ色が濃くなってきました。ミョウバンを溶かして媒染液をつくる仕事も子どもたちが

やってくれました。好奇心旺盛に、自分事として草木染めを進めていきます。染液で煮染め、媒染を繰り返し、最後は水洗いしてか

ら輪ゴムなどを外します。色味は同じだけど1枚1枚全部違う、個性的な布が染め上がりました。

年中さんはこの布をお弁当包みに、年長さんはこの布を自分で縫い合わせて小学校で使う図書バッグをつくりました。



子どもたちが園舎に向かうまでのいつもの道と園舎の裏山で、森のようちえん体験をしてもらいました。でもただ遊ぶのではなく、

信じる・待つ・見守る保育についての理解が深まり、なおかつ森を楽しめるようになるためのワークを盛り込んで実施しました。

ひとつめのワークは「食べられる草、暮らしに利用できる草を見つけながらさんぽしよう」というもの。ゆっくりゆっくり歩きなが

ら園舎に到着すると、それぞれが摘んできたものを見せ合います。同じテーマを持って同じ道を歩いても、一人ひとり見つけてきた

ものが違いました。そのあと感想を話し合いましたが、とてもおもしろい気づきにあふれていました。

そのあとは裏山で思いっきり遊びます！…が、ここでもワーク。

保護者を半分に分けて、一方のグループには内緒で指令を与え

ました。その指令に従いながら遊びます。そうすると…。遊ん

でいる子どもを見守るときの適切な距離感が見えてくるのです。

ここでの気づきもとてもおもしろいものでした。

最後はワークを忘れて思いっきり遊んでもらいましたが、不思

議なことに一人ひとり別の場所で別の遊びに夢中になっていま

す。大人は子どもには「一緒に仲良く遊ぶ」を期待しがちです

が、「夢中になって心地よく遊ぶ」は必ずしも人と一緒じゃな

いんですね。これも大きな気づきでした。
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